
学校関係者評価

重点課題 重点目標 学校関係者の意見

学習指導 評価指標 評価指標の達成度 総合評定

（評定）

Ｂ

（所見）

活動計画 活動計画の実施状況

道徳教育 評価指標 評価指標の達成度 総合評定

Ｂ
活動計画 活動計画の実施状況  （所見）

「評定」の基準　Ａ：十分達成できた。　Ｂ：おおむね達成できた　　Ｃ：達成できなかった

①人権尊重の精神と、
他の人に対する感謝と
思いやりの心を通して
人間愛を育てる。

②日常生活における役
割と責任を自覚し、規
律を重んじ、創造性を
もって集団や社会に貢
献する態度を育てる。

③望ましい生活習慣を
身につけ、何事にも主
体的に取り組み、最後
まで粘り強くやり抜く
たくましい心と命を大
切にする心を育てる。

・学校に行けばいろんな友達
がいて先生方もいて、いろん
な人たちと関わるっていうこ
とが大事で、そういう時間を
大事にしてほしいと思う。
・昔は普通にできていた体験
が、今はそういう機会を作っ
ていかないとダメ。人を育て
る場としての学校の役割って
いうのがすごく大事だと思
う。
・実際に本当に頭でっかちに
なっているのでそれを実体験
していくことがとても大事だ
と思う。

・学校教育全体を通して、道
徳心をもち、自分の命や人権
も、他人の命や人権も大切に
できる生徒の育成が肝要であ
る。

・全教職員が、授業だけでな
く学校生活全体の中で生徒た
ちの様子を観察し、生徒たち
がお互いに思いやりや気遣い
の気持ちをもって学校生活を
送ることができるよう支援し
たり、できている場面では褒
めることや承認したりするな
どの手立てを行っていく。

自己をみつめ、共
によりよい生き方
を求める生徒の育
成。

授業の内容について深く考えることができたと感
じる生徒が85％以上である。（アンケート調査）

１年生は８７％、２年生は９１％、３年生は９４％の生徒が深く考
えることができたと回答しており、目標の指標は達成している。

①授業改善と評価のための校内研修を充実させ
る。

①フレッシュ研修等で研究授業を行う際に、学年で検討を行い、授
業の組み立てや教材の研究を行った。その中で、道徳教育について
考えを共有し、研修を行った。

生徒たちは授業を通
して、自分の考えや
思いを発表すること
ができた。また、自
分とは異なる考えが
あることを知り、お
互いを尊重できるよ
うになってきてい
る。授業の中で考え
たことが、日常生活
で生かされるような
行動が増えることを
期待したい。

②教材開発のための研修会を各学年で行う。 ②学年間で授業で扱う道徳の教材について話す時間をもつなど、教
材について話をする時間はある。しかし、教材開発となるとそれに
かけられる時間は十分になく、どのように時間をつくり、開発を考
えるかが課題である。
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自  己  評  価 次年度への課題と
今後の改善方策評価指標と活動計画 評  価

①主体的・対話的で深
く学び合う生徒の育成
を目指した授業改善を
図る。

②学習習慣を確立し、
自らの課題に主体的に
取り組む生徒の育成を
図る。

③語彙力や話し合いの
スキル向上をさせ、対
話による合意形成ので
きる生徒の育成を図
る。

・ホワイトボードミーティン
グを用いる先生方も増えて、
生徒にも話し合いの技法が身
についているのが良い。ホワ
イトボードミーティングを
様々な場面で活用してほしい
と思う。
・自分の意見を伝えることが
苦手な生徒に寄り添っていた
だき、安心して自分の意見が
言える子ども、他者の異なる
意見を受け入れられる子ども
になってほしい。
・先生方が評価するというの
が大事なこと。先生自身が見
直して、今後に生かしていく
ということをしていただいて
いたらいいと思う。
・子どもが塾に行っている
が、塾の先生よりも学校の先
生が教えてくれる方がわかり
やすいと言っている。部活の
時にも勉強を教えてもらった
りしている。頼りにしてい
る。
・中学校の時から、自分の考
えをまとめて発言する体験を
させてもらえるのはありがた
い。得意不得意もあるので、
顔見知りの少人数などの形で
経験させてくれているのが大
事だと思う。今後共通テスト
も、結果じゃなくて過程が求
められる時代になると思う。

・「わかる授業・学びたくな
る授業」をめざし、今後も教
員間での情報交換や最新情報
の入手・共有に努めたい。ま
た、今後も学習規律の徹底を
図り、落ち着いた学習環境の
構築に努める。

・合意形成のできる生徒の育
成をめざし、今後も生徒の語
彙力向上に向けた実践ができ
るよう研究や工夫を重ねてい
きたい。また、思いや考えを
表現したり、話し合いを通し
て他者理解を深めたりする場
を設定していきたい。

・生徒に「何を学ぶのか」
「何を身につけるのか」を意
識して授業に取り組んでもら
えるよう、基本に立ち返り、
「めあて」や「振り返り」を
きちんと示した授業を実施し
ていきたい。

・生徒に学習計画をきちんと
立てさせるとともに、必ず振
り返りをさせ、自己の学びを
調整させていきたい。また、
学習活動に対するフィード
バックを明確かつ迅速に行
い、生徒の自己改善につなげ
られるようにしたい。

エージェンシーを
高め、対話による
合意形成をするた
めの、語彙力の向
上を図る。

①各教科の授業内容が概ね理解できている生徒が
８０％以上である（アンケート調査）。

①授業の内容が理解できている生徒が７８％と目標値をやや下回っ
た。教師は指導方法の研究や工夫、教科部会での検討等を通して
「わかる授業・自ら学びたくなる授業」づくりを続けているが、今
後も改善の余地がある。

②１日平均１時間以上家庭学習に取り組む生徒が
75％以上である。また、学習規律を守る生徒が
95％以上である。

②１日平均１時間以上家庭学習に取り組む生徒が６９％、学習規律
を守る生徒は９１％と、両項目とも目標値をやや下回った。夢や目
標をもち実現に向け努力する生徒が多くいる一方で、学習規律を守
り、自主的に学習に取り組むことの大切さを知りながら、実行に移
せていない生徒がいるのも現状である。学ぶことの意味を今一度考
えさせ、自らの未来を切り拓くための学力を身につけさせていきた
い。

③ホワイトボードミーティング等の手法を用い、
意見交換の場を積極的に設け、生徒が考えをまと
めたり、思いを表現したりできるようにする。ま
た、単元の振り返りやレポートの作成など、記述
したり表現したりする活動を積極的に取り入れ
る。

③「話し合いの場において、相手に分かりやすく伝えるための工夫
をした」と答えた生徒は８０％で、前回調査時よりも意識の向上が
見られた。また、「知識や技能の活用を含めた思考力・判断力・表
現力や態度を育成することを目指して、定期的にまたは単元ごとに
パフォーマンス課題等を設定している」と答えた教員は８０％であ
り、継続的な取り組みが重要である。

学習規律を守り、落
ち着いて授業に取り
組む生徒が多く、学
習に対する意識や意
欲はある程度高いと
感じる。一方、自分
の考えを表現するこ
とに対しては苦手意
識をもつ生徒が一定
数いるので、今後は
ペアやグループでの
話し合い活動をこれ
まで以上に取り入
れ、合意形成のでき
る生徒の育成をめざ
したい。

①＜城東中学校学力向上実行プラン＞を策定し、
各教科の到達目標についての評価を実施する。

①城東中学校学力向上実行プランを軸に、各教科で指導と評価の在
り方や授業改善に向けての研究・協議を行い、生徒の学力や学習意
欲の向上に努めた。

②「学力向上のための生活改善１０か条」「各教
科の学び方」などの配布を通して、学力と生活習
慣の関係、効果的な学習方法、及び学習規律を指
導する。

②「学力を伸ばしたい人のための生活改善１０か条」を年度初めに
「各教科の学び方」とともに生徒及び保護者に配付したり、夏休み
等の個人面談時にそれらを活用したりして家庭との連携を図った。
また、日々の授業や学年集会等で、細やかな振り返りや学習方法に
ついての指導を継続的に行い、学習意欲や意識の向上・改善に努め
た。学習規律についても全学年で徹底できるよう取り組んだ。

③生徒が自己の思いや考えをまとめたり表現した
りする活動を積極的に取り入れる。

③書くことを中心に全教員で語彙力向上をテーマに授業改善に取り
組んだ結果、「自分の思いや考えを的確に表現するために、ふさわ
しい言葉を選ぶことを意識している」と答えた生徒が７８％と前回
調査と同等であった。



学校関係者評価

重点課題 重点目標 学校関係者の意見

人権教育 評価指標 評価指標の達成度 総合評定

（評定）

活動計画 活動計画の実施状況 （所見）

生徒指導 評価指標 評価指標の達成度 総合評定

（評定）

B

活動計画 活動計画の実施状況 （所見）

「評定」の基準　Ａ：十分達成できた。　Ｂ：おおむね達成できた　　Ｃ：達成できなかった

①学期に１回程度、生活アンケート調査を実施す
る。

①各学期にアンケートを実施し、問題点や気になることは、生徒と
担任が面談し解決へ導くことができた。

問題が発生する前
に、気になる生徒の
情報交換をする場に
したかったが、問題
行動がおこったあと
の情報交換会になっ
てしまった。

②教師や生徒会活動による挨拶運動を実施する。 ②冬の寒い時期になると、挨拶運動に参加する人数が減り、登校生
徒のあいさつに元気がなくなる。少しでも人数が集まり、朝から元
気に活動できるようにしたい。

⑧外部講師を招いての講演会を行い、研鑽に努め
る。

⑧日本で生活する外国人にスポットを当てた講演をしてもらい、学
校の実態に即した内容の人権学習を深められた。

①生徒の生活実態を把
握する。

②挨拶の習慣を定着さ
せる。（特に登校時）

・挨拶ができている数値が子
ども、保護者ともに昨年より
上がっている。ただ、子ども
の意見と保護者の意見との差
が大きいままなので、来年度
は学校外での保護者や地域の
方への挨拶ができるように
なってほしいと思う。
・いろんな事が起こっている
が、そこからの経験から先生
としての力を付けて対応でき
る先生になっていただけたら
と思う。若い先生方にもベテ
ランの先生がフォローしなが
ら、いろんな面でバックアッ
プしていただいて、実力を
アップしていただければい
い。

・SNSからトラブルに発展す
る事案が多くなっているた
め、スマートフォンの使い方
などの指導や家庭への啓発の
機会を増やしていきたい。
・学校内では、１人でも挨拶
ができるが校外にでると挨拶
ができなくなる。部活動の練
習試合や大会、いろいろな機
会に指導していきたい。

生徒の規範意識を
高め、基本的な生
活習慣の確立をめ
ざす。

①調査の結果から、生徒の実態を把握し、様々な
問題の解決を図る。（アンケート調査）

①「あいさつができている」という生徒の意見は、９０％あった
が、保護者の意見は「習慣が身についていない」が２２％だった。

②家族や地域の方々へも挨拶ができる。（アン
ケート調査）

②仲間や先生に対しあいさつはできていると思われるが、保護者や
地域の方へのあいさつは十分でないと考えられる。

　委員会での活動で
は、生徒主体でＳＮ
Ｓの使い方やそれに
起因するいじめ問題
を取り上げた紙芝居
を作成した。文化祭
で発表するなど、生
徒主体の活動を行う
ことができた。

　外部講師を招いて
の講演では、日本以
外にルーツをもつ人
について学び、学校
や学級の実態に合っ
た内容の学びを進め
ることができた。

　一方で、研修の内
容を広く共有するこ
とができず、外部の
研修に参加した人の
みの学びや、学年で
の研究会で終わって
しまった。

①人権教育を教育の中
核に位置付け学校教育
全般にわたって、あら
ゆる場、あらゆる機会
に民主的な人間関係の
確立に努める実践を積
極的に行う。

②地域社会の実態、生
徒の実情に立って人権
教育を進める。

③教師と生徒、及び生
徒相互の人間的な関わ
りを通して相互理解と
信頼関係を深め望まし
い集団活動や楽しい仲
間づくりをする学級経
営に努力する。

④学校ぐるみの指導体
制を確立し、子どもの
可能性を伸ばす。わか
る授業の創造をめざし
て、個人に応じたきめ
細かな指導の徹底を図
り、学級、全校、課外
などあらゆる場面で民
主的集団づくりをめざ
す。

・人権の会で聞いた「年齢が
若くなればなるほど、ネット
で全て済ませてしまうところ
があるが、学校に行って生の
意見を聞く。人に会ってその
人の違ういろんな意見を聞
く、自分も伝える。それが大
事なんですよ。」という話が
心に残っている。
・性的マイノリティの方の話
が良かった。多様性という意
味でも。今の子どもたちは知
識としては知っていても知恵
にはなってない。知恵に変え
るのはやっぱり体験かなと思
うので、実際に体験してみる
ことがすごい大事だと思う。
・外国にルーツをもつ方の話
などしていただいたので、増
えている外国人の方への理解
を深めたり、問題点を考える
きっかけになればと思う。
・二十歳を祝う会に外国籍の
方が２名参加してくれた。言
葉は通じていたかわからない
が、気持ちは伝わっていたと
思う。国際交流でもあるし、
言葉が通じなくてもボディラ
ンゲージとかいろんな方法が
あって交流ができると思うの
で、そういう体験をしてもら
うといいと思う。

・生徒の実態を見極め、学年
や学級の実態に沿った人権学
習になるよう、扱う内容を選
定していく。

・人権作文や心に虹をかけた
まほうの言葉など、全校生徒
が取り組めるような活動を今
後も積極的に行い、一部の生
徒の活動にならないよう留意
する。

・使用した教材やどのような
学習を行っているかなど、学
年を超えて情報を共有し、学
校全体として人権学習に取り
組んでいく。

・研究授業者や人権主事だけ
の学びにならないよう、学校
内での職員研修を積極的に企
画したり、学校外での研修で
得た学びを、学校内の教職員
で共有できるようにする。そ
のために、研修内容のまとめ
や報告をこまめにできるよう
にする。

人権の大切さを学
び、人権尊重の意
識や態度を身につ
け、日常生活の中
で人権尊重を当た
り　前のこととし
て行動しようとす
る人権文化の創造
を目指す人間を育
てる。

①人権作文を執筆する生徒が100％である。全教職
員が学年代表作文を読み、学校代表作品の選定に
参加する。

①生徒のほぼ全員が人権作文の執筆に取り組み、各学年で発表会等
を行い意見を交換する場をもつことができた。また、学校代表の選
定に全職員が参加できるようFormsを活用した。

②校内研修会や学年研修会に全教職員が参加す
る。

⑤各種研修会に参加したとき、研修結果を報告す
る。

⑤人権主事を中心に多くの研修に参加することができたが、学校内
全体で共有するまでには至らなかった。ストークの回覧板等を用い
て、研修で学んだことを広く共有できるようにしていきたい。

⑥地域との連携を強化して生徒に対する共通理解
をもち、積極的な行事への参加を通じてよりいっ
そう信頼関係を深めるように努める。

⑥オープンスクールの講演会は、学校運営委員やPTA人権教育推進部
の方々に事前に周知し、参加いただけた方とともに、人権について
学ぶことができた。

⑦学年毎に研究授業を行い、研究を深める。 ⑦どの学年も特に同和問題について授業研究を深め、学年ごとに研
究授業を行うことができた。徳島市・佐那河内村人権教育研究大会
では、各学年毎に公開授業や研究会に参加し研究を深めることがで
きた。

③保護者アンケートの結果は昨年度から変動のないものの、生徒ア
ンケートでは好意的な回答が昨年度より微増した。

①入学式後のPTA結成式の機会に人権教育への取り
組み方について説明する。

①人権委員会での取り組みや学校として人権学習にどう取り組んで
いくか説明した。また、ＳＮＳに起因するトラブルから人権問題に
繋がる例が多いため、使用について注意喚起した。

②前期・後期人権教育強化啓発月間（６月・１１
月）を設ける。

②６月には全学年で人権作文の執筆に取り組んだ。また、11月の
オープンスクールでは講師を招いて「県内在住の外国人の実態」や
「やさしい日本語」についての講演を聞いた。

③校内研修会や学年研修会などの機会を通じて、
全教職員で研鑽に努める。

③学年での研究授業に際して授業研究会を行った。オープンスクー
ルではTOPIAより講師を招き外国人について学びを深めた。

④校内研究授業を行う。 ④各学年で研究授業を行った。

②校内研究授業やそれに伴う研修会を各学年で行い、人権学習につ
いて学びを深めることができた。

Ｂ
③学年毎に授業を行うことにより、人権に対する
感性を磨く。（アンケート調査）
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自  己  評  価 次年度への課題と

今後の改善方策評価指標と活動計画 評  価



学校関係者評価

重点課題 重点目標 学校関係者の意見

特別支援教育 評価指標 評価指標の達成度 総合評定

（評定）

B

（所見）

活動計画 活動計画の実施状況

安全教育 評価指標 評価指標の達成度 総合評定

（評定）

B
活動計画 活動計画の実施状況 （所見）

ヘルメットの着用率が
97％になったが、交通マ
ナーやルールを守れてい
ない生徒もいる。

環境教育 評価指標 評価指標の達成度 総合評定

（評定）

活動計画 活動計画の実施状況 （所見）

「評定」の基準　Ａ：十分達成できた。　Ｂ：おおむね達成できた　　Ｃ：達成できなかった

・節電や節水については、
育った家庭によるのではない
か。家庭でそういう習慣が身
についていれば学校でもでき
ると思う。ただ、最近の新し
い家は、自動のものが増えて
きているので、自分で「切
る」「止める」などの習慣は
つきにくくなっているところ
もあると思う。

・とくしまＧＸスクールに認
定され、今後もＳＤＧｓの取
り組みの充実を図り、生徒会
の自主的な参加に結びつけ
る。

・リサイクルに対する意識を
向上させるために、資源の再
利用を呼びかける掲示物や生
徒会・担任からの声かけ、リ
サイクルボックス設置場所の
確認を定期的に行い、生徒の
リサイクルへの意識向上を目
指す。

・トイレ、教室、廊下等の節
電や水道の節水を行うよう呼
びかけ、掲示物などの増設や
啓発に努める。

ゴミの分別・再資
源化の意識の高揚
と節電・節水に努
める

①とくしまＧＸスクールの「目指す生徒の姿」に
向けた行動をとる。（実態調査）

①今年度もクリーンアップ大作戦や花と緑を育てる運動等を継続
し、環境美化活動などの体験を積極的に行った。

②リサイクルボックスを活用し、教室からでるゴ
ミを減らそうと努力している生徒が80％以上であ
る。（アンケート調査）

②資源ゴミのリサイクルに取り組んでいる生徒が８４％であった。

B
③節電・節水に取り組んでいる生徒が80％以上で
ある。（アンケート調査）

③節電に取り組んでいる生徒が７５％、節水に取り組んでいる生徒
が８６％であった。

①とくしまＧＸスクールの目的を理解し、環境を
守る意識の高揚を図る。

①クリーンアップ大作戦には、生徒会を中心に、多くの生徒が参加
し環境美化の意識の高揚につながった。

前年と比較し、資源リサ
イクルに取り組む生徒が
１％増加、節電に取り組
む生徒が３％減少、節水
に取り組む生徒が４％減
少した。生徒会を中心に
今後も意識した取り組み
を継続していく。

②リサイクルボックスの活用を徹底する。 ②各教室にリサイクルボックスを設置し、余った用紙を入れる生徒
の様子がみられた。

③学級活動や委員会で取り組み、周囲への啓発を
すすめる。

③節電を呼びかけたが、目標達成には到達しなかった。今後も継続
して呼びかけるよう促していく。

①ゴミの分別を徹底す
る。

②紙の再資源化を徹底
する。

③教室その他の場所に
おける節電・節水を徹
底する。

自転車通学生のヘル
メットの着用を徹底す
る。

・普段の生活でのヘルメット
着用は、まだまだ浸透は難し
い。
・自転車の方が加害者になる
ことがある。自転車と車でも
信号無視をして車に当たった
りすると自転車の責任にな
る。
・防災チームが積極的に活動
されているのが素晴らしい。
活動のなかで子どもたちが自
主的に意見を述べ、自主的に
行動している場面を見させて
いただいて、とても心強く感
じた。

・ヘルメット着用率97％から
100％へ交通指導、呼びかけ
などを継続する。ほとんどの
生徒が日頃から交通ルールを
守り、自転車を利用してい
る。その反面、交通ルールや
マナーで守れていない生徒も
いるので、呼びかけ、交通指
導のさらなる徹底を行ってい
く。年度初めや学期始めなど
で生徒全体に自転車乗車時に
気をつけること、交通ルール
やマナーを守ることが自分を
守ることだと、しっかりと指
導していきたい。また、教員
方への協力も呼びかけ、学校
全体で生徒の安全確保に努め
たい。

登下校時の安全意
識の向上をめざ
す。

自転車通学生のヘルメット着用率が95％以上にな
る。（アンケート調査）

「ヘルメットをきちんと着用できたか」の回答では９７％で目標を
達成した。

指導計画に基づき、学校周辺の交通指導を徹底す
る。

立哨当番時や一斉下校時は、指導重点箇所3カ所で指導の徹底を呼び
かけた。また、一斉下校時の時間差下校が定着してきており、下校
時の生徒の分散ができ、少しずつスムーズな下校ができつつある。
多くの教員の協力のもと、学校周辺の交通指導を強化した。

②特別な支援を必要とする生徒の８０％以上に対
応できる。（実態調査）

②「特別な支援を必要とする生徒に、必要な支援が８０％以上でき
ている」が「そう思う」と「どちらかというとそう思う」を合わせ
て８３％であった。

誰にどのような支援
が必要であるかを把
握し、その具体的な
支援方法について専
門機関と連携しなが
ら学校全体で取り組
んだ。

①対象生徒の実態について共通理解を図り、校内
委員会で個々の対応について考える。

①職員会や学年会で、特別な支援が必要な生徒とその支援内容につ
いて共通理解を図った。

②生徒、保護者の理解を得て、教職員が連携を図
り、適切な対応をとる。

②生徒や保護者の思いを把握し、校内委員会で支援方法を検討し
た。また、巡回相談員にも助言を求めた。その内容を共有し、その
後の支援へつなげた。

自  己  評  価 次年度への課題と
今後の改善方策評価指標と活動計画 評  価

特別な支援を必要とす
る生徒の実態を把握
し、よりきめ細かな対
応に努める。

・いろいろな特性をもった子
どもがいるが、それに対応し
ていってくださればいい。先
生方も思いをもってやってく
れている。
・外国から日本に来て、日本
語があまりわからない子ども
のために、ある程度集中して
日本語を勉強してから学校に
入るというようなシステムが
あればいいと思う。

・個別に支援が必要な生徒が
増えている現状である。それ
ぞれに継続して対応するため
に、引き続き人の配置を工夫
をしていく。

・当該生徒に巡回相談などで
頂いた助言を他の生徒にも活
かせるように、その内容をパ
ターンでまとめて共有する仕
組みを構築する。

・日本語支援を受けている生
徒の支援内容を共有し、生徒
が学んだことが実際の学校生
活で活かせたという達成感を
得られるようにする。

特別な支援を必要
とする生徒に、全
教職員が共通理解
を図って対応す
る。

①「本校の支援を必要とする生徒について、教職
員が理解に努めている」が９０％になる。

①「特別な支援を必要とする生徒が必要とする支援内容について、
理解に努めている」が「そう思う」と「どちらかというとそう思
う」を合わせて９８%であった。

令和７年度　　城　東　中　学　校　総　括　評　価　表



学校関係者評価

重点課題 重点目標 学校関係者の意見

キャリア教育 評価指標 評価指標の達成度 総合評定

（評定）

B

活動計画 活動計画の実施状況 （所見）

食育 評価指標 評価指標の達成度 総合評定

（評定）

B
活動計画 活動計画の実施状況 （所見）

②食育だよりや給食だよりなどで、朝食摂取の重要性を保護者へ呼
びかけた。

③部活動での栄養指導で、バランスのとれた食生
活について指導をする。

③夏季休業中に、運動部を対象に朝食の大切さや、バランスよく食
べることの必要性について栄養指導を行った。

「評定」の基準　Ａ：十分達成できた。　Ｂ：おおむね達成できた　　Ｃ：達成できなかった

朝食をしっかり食べて
登校するよう生徒・保
護者に呼びかける。

・主に運動部を中心に朝食の
大切さなどの指導をしていた
だいてありがたい。あわせ
て、食事制限などの極端なダ
イエットなどの影響について
も今後指導してほしい。ま
た、保護者向けの講演会など
をしてもいいかなと思う。
・昔は食べ物が十分でなかっ
たから、栄養のことを考えて
食事を作ってもらっている子
どもは幸せだと思う。
・部活動が外部委託とかに
なってきたら、より栄養指導
を受けることが多くなってく
る。子どもが何を食べた方が
いいかを自分で判断する力を
つけ、自分の食に責任が持て
るようになるのが理想だと思
う。

・家庭科の授業や夏季休業中の栄
養指導で、朝食の重要性や、バラ
ンスよく食べることの大切さにつ
いて、引き続き指導をしていきた
い。また、ホームページや食育だ
よりを通して、保護者への啓発を
積極的に行っていきたい。

・食育は家庭の協力が必要である
が、生徒が食についての自己管理
能力を身に付けることができるよ
う、自分自身で生活習慣や食習慣
を振り返り、改善策を考え、実践
継続できるような食育をしていき
たい。また、夏季休業中に限ら
ず、部活動の食育指導を継続的に
行っていきたい。

食育の充実を図
り、バランスのと
れた食生活をめざ
す。

朝食を毎日食べてきている生徒が80％以上であ
る。（アンケート調査）

 生徒アンケートでは、今年度、毎朝朝食を食べていると答えた生徒
が77％であり、目標の80％を達成することができなかった。

①給食時間・学級活動・集会・家庭科の授業等に
おいて、「毎日のバランスのとれた朝食が大切で
あること」を指導する。

①家庭科の授業で、家庭科教諭と栄養教諭のTTの指導による食育の
授業を行った。１年生は朝食について、２年生は間食の取り方につ
いて指導をした。

　4月に実施した生活習
慣アンケートでは、毎日
朝食を食べている生徒が
72％だったが、今回の調
査では77％に増加してい
た。栄養指導や、講師を
呼んでの食育講演会など
を実施したことにより、
少しでも生徒の意識が変
化したのではないかと考
えられる。目標値である
80％には届かなかった
が、これからも生徒の健
康のために、教職員全体
で食育に取り組んでいき
たい。

②給食だより・食育タイム・食育だより等を通し
て、保護者への啓発を推進する。

令和７年度　　城　東　中　学　校　総　括　評　価　表
自  己  評  価 次年度への課題と

今後の改善方策評価指標と活動計画 評  価

進路や職業に対する情
報 収 集 や 学 習を 通し
て、 望ましい勤労観・
職業観を身につけ、将
来の進路への夢や希望
をもたせる。

・職場体験だけではなく、ア
ントレプレナーシップ教育の
実施など、社会の一員として
の意識づけや気づきができた
と思う。また、この度、初め
て職場体験で子どもを受け入
れたが、日頃の先生方のご指
導や見守りなどは本当に大変
だろうなと感じた。
・職場体験では、２年生が多
くのことを学んできている。
現場で働く人の言葉が、生徒
の心に深く残っているよう
だった。
・夢をもってないから勉強す
る意味が見出せていない子ど
ももいる。予測不可能な時代
と言われて、何が起こるかわ
からないので、夢をもちにく
いところがあるのかもしれな
い。
・子どもたちの見本が
YouTuber とか配信者とか
ゲーム配信者とかになってし
まっている。すごい儲かって
いるという発言があるが、ほ
んの一部の人であることも
知ってほしい。

・１年時から進路や職業に対
する情報提供を積極的に行っ
たり、２年時から高校につい
て知る機会を設けたりするな
ど、将来の進路への夢や希望
をもたせるための方策を早い
段階で充実させる。また、今
年度のアントレプレナーシッ
プ教育のように、知識を与え
るのみでなく、社会や組織の
中で自ら動ける人材になるた
めの思考と行動力を育てる活
動を取り入れる。

・職場体験学習を継続して実
施し、望ましい勤労観・職業
観を育てる。また職業や高校
に関する調べ学習と成果の発
表・共有を通して、将来の進
路への関心を高めたり、見通
しをもたせたりする。

生徒のキャリア発
達を支援する観点
に立って、望まし
い勤労観や職業観
を身につけるため
に必要な知識や技
能を育てることを
めざす。

１年：将来の進路への夢や希望をもつことができ
る生徒が70％以上である。（アンケート調査）

夢や希望をもち、その実現に向けて努力する生徒が、「できている
と思う」と「だいたいできていると思う」を合わせると、１年は
71％、２年は60％、３年は82％という結果になった。1、３年生は目
標数値に達したが2年生は前年度より26％減少し、達成に至らなかっ
た。

２・３年：将来の進路への夢や希望をもち、その
実現に向けて努力する生徒が80％以上である。
（アンケート調査）

① 進路や職業等に関するさまざまな情報を本やイ
ンターネット等を利用して収集・探索し、情報を
選択・活用して、自己の進路や生き方を考える。

①２・３年生においては高校調べや高校説明会等を通して、自己の
進路や夢について深く考えた。

　3年生では82％と、目標
を達成したが、昨年度の同
集団(2年時)の数値に比べ
て4%の下降が見られた。ま
た、2年生においても、同
集団(1年時)と比べると5％
下降している。学年が上が
るにつれてより具体的な
キャリア教育を進めること
が必要である。ただ、今年
度から職場体験学習を再開
することができたことは、
生徒が将来について深く考
える機会になったと考えら
れる。職場体験学習がアン
ケートよりも後の実施と
なったため、時系列が逆で
あったときの数値の変動を
見ることが望まれる。

②進路適性検査を実施し、自分の適性や自己の果
たすべき役割についての認識を深めるとともに、
DVDや講師の話等を通して、社会人・職業人の生き
方を学び、職業体験学習での実践力を身につけ
る。

②進路適性検査を行う代わりに、職場体験をさせていただく場所を
自ら選び、実際に校外で活動を行わせていただくなかで、働く意義
や価値を学んだ。また、アントレプレナーシップ教育を実施し、課
題を見つけ、価値ある解決策を考え、形にして実行する力を育て
た。

③キャリアパスポートを活用し、中学校３年間で
の計画的なキャリア教育を実施する。

③キャリアパスポート等を記入していく課程で、自分自身について
深く考える機会をもち、より良い自己実現を達成するために、課題
を発見し、具体的にどのような努力が必要なのかを考えた。


